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講演題目 

静岡県のニーズにあった異分野融合教育・研究の推進による人材育成プログラムの構築 

研究の目的、成果及び今後の展望 
本研究の目的は、各学部での縦割り教育だけでなく、横断的な交流を持たせる文理融合教育システムを確立し、多職

種連携を円滑に行い、個々の患者さんにあったケアができる人材の育成にも努め、中期計画の「全学的な重点課題」の
達成に寄与することである。 
①多職種連携や多職種協働を目的とした教育カリキュラムの構築 
演習内容を充実させ、多職種連携の理解を深めるために、カリキュラムを発展させた。 

②救命救急に対応できる人材育成プログラムの開発 
アメリカ心臓協会（AHA）認定の「AHA-BLSヘルスケアプロバイダーコース」「ハートセイバーコース」を開講

し、世界に通用する医療者レベルの心肺蘇生技術の認定資格を取得する学生数を増やし、現場で役立つ医療人を育成し
た。さらに、静岡市の中高生、老人施設等の職員を対象とした「AED講習会」コースの開講数を増やし、指導技術の
研鑽と蓄積を行うだけでなく、地域住民への普及を行った。 
③災害に対する知識と技能を高める活動をサポートする教育システムの確立 
住民を対象とした学生主体の「HUG講習会」を開講し、指導技術の研鑽と蓄積を行った。   

④住民の健康を啓発する活動をサポートする教育プログラムの確立 
静岡県や静岡市との共催により開催している、市民公開講座、健康フェアに参画し、地域貢献を行うだけでなく、学

生を参加させ、地域包括ケアに必要な知識と技能を実際に学習する機会を提供した。 
⑤受動喫煙の無い生活環境意識を高める活動をサポートする教育プログラムの開発 
⑥静岡型地域包括ケアで活躍する人材の育成のための卒後教育 
多職種連携研修会を開催し、この研修会の企画・運営には、大学の学生教育を参考にし、大学の教育資源を活用した。
さらには、学生も討論に参加することによりアドバンス教育となった。 


